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Abstract 企業の活性化,個性化は優れた企業の条件である。企業の活性化とは,企業の全経営過程に好循環が

起き,企業内のすべての構成員が新しいことへの挑戦意欲をもやし,創造性を発揮している状態をい
う。企業の個性化とは,他社にまねられない強みをたえず強化,拡大していくことである。このうち
,企業の活性化については,過去30年間,日本企業について行った実証研究による仮説の構築と検証
の繰り返しから,ある程度理論が出来上がってきた。しかしながら,個性化については未だ十分な実
証研究が行われていない。そこで今回,「企業の個性化」に焦点を絞って,アンケート調査を行って
みた。我々はまず,個性化指標を作成した。議論の中で,考えうる様々な個性化現象のうち,プラス
の太い効果に注目しなければ,意味が消失してしまうことが明らかになった。このような観点で,他
社にまねられない幾つかの強みを合成し,指標を作成した。更に,他社にまねられない強みの強化・
拡大と業績との関連を考えた。そして"個性化している企業は業績をあげている"という体系仮説を
基盤として,個性化を推進する変数(トップマネジメント,人事管理方針,製品開発,主力製品,経営管理
方針,財務管理方針)と個性化,業績についての多くの単称仮説を構築し,QAQF(Quantitative Analysis
for Qualitative Factors)を用いて分析を試みた。調査の結果,様々な体系仮説の構築が可能になった
。たとえば,"大企業では経営者の個性化が企業業績の向上に貢献し,中堅企業では製品の個性化が
企業業績の向上に貢献する","現在の日本企業では,技術,市場について個性的な戦略をたて,経営管
理を行っている企業は高い業績をあげている"などである。もちろんこれら体系仮説が理論にまで
なるには,今後相当期間調査が繰り返され,仮説の構築,検証が必要となるであろう。
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